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寵
闘
転
車
。
僚
の
骨
強
制
帆
を
績
な
り
滋
路
上
じ
内
闘
い
転
車
等
合
放
鐙
せ
ず
、

う
ば
か
り
か
‘
数
急
車
や
摘
出
防
車
の
漁
必
ず
肉
回
転
車
窓
場
や
由
同
紙
事
務
り
所
在

拝
判
的
妨
げ
に
も
な
り
か
ね
ま
せ
ん
@
ま

ζ
制
判
綴
〈
ど
さ
い
勿

な
棋
院
日
省
内
だ
に
も
迷
惑
に
な
り
ま
す
。
。
盗
難
時
間
止
の
た
め
、
恰
同
所
、
氏
名
を

8
転
車
初
出
用
者
1
人
抄
と
り
の
協
力
禽
き
争
力
前
々
を
つ
け
時
間
犯
登
出
陣
(
務
総

で
放
毅
自
転
車
を
な
ぐ
し
、
き
れ
い
な
車
縦
術
活
で
受
付
)
を
e

蹴

附

ヴ

く

り

い

い

努

め

ま

し

ょ

う

俗

語

市

民

生

活

際

袋

詰



来年4舟入醸希望の方へ

m
w
n
月
刊
日
日
か
ら
家
都
府
で
姶
ま
っ
た

第
四
同
防
総
泌
氏
体
育
大
会
的
滋
代
淡
噛
猶
予

と
し
て
、
我
孫
子
中
学
校
3
年
生
の
小

管
一
呉
市
笑
荘
ん
が
脈
問
上
少
年
女
子
日
1

0
0
H
川
口
出
場
す
る
e

凶
民
体
育
大
t

敢
に
中
学
生
選
手
が
務

加
で
き
る
喜
?
に
な
っ
た
の
は
今
年
か

ら
で
、

A
F
圏
内
政
学
火
会
で
は
車
川
代
表

的
中
学
生
は
3
お
ー
小
菅
き
ん
が
総
体

選
手
い
い
綴
ば
れ
た
遊
中
間
山
川
、
い
ま
ま
で

め
大
会
的
噴
火
後
か
ら
で
、
終
に
今
年
の

燥
大
会
伸
、
は
.
女
子
共
滋
Z
O
O
M
で

や
釣
針
時
な
が
ら
悦
特
6
の
怒
新
記
銭

柑
同
一
を
出
し
た
ζ
と
や
会
開
四
大
会
で
2
0
6

A
仏
一
M
3
絞
に
な
っ
た
こ
と
が
総
め
ら
れ
た

5

1
…

8
月
下
凸
町
、
総
山
市
で
一
行
わ
れ
た
余

縦
一
国
大
ん
ま
で
は
、
油
会
品
目
的
抑
抑
制
闘
で
左

?
…
臼
此
を
絡
め
た
。
的
聴
い
山
内
線
れ
と
い
う
こ

引
川
町
一
と
だ
っ
た
が
、
持
一
く
の
は
り
治
療
後
で

来
年
A・同局
i
臼
巴
保
育
関
へ
入
霞
後
希
望
す
る
方

は
利
用
A
i
g
(
火
〉
か
ら
計
百
(
口
付
〉
家
で
に
寧
務
手
続

懲
を
し
て
く
だ
さ
い
。

E
V

入
醐
閥
的
義
準
児
緩
め
係
議
替
の
い
的
議
出
掛
に
わ
た
る
摘
人
的
愛
護
な
ど

ず
れ
も
が
、
つ
事
内
紛
か
ら
の
ま
で
の
⑥
災
豪
的
被
闘
に
当
た
っ
て
い
る

い
ず
れ
か
に
該
幾
し
、
家
縫
同
時
制
問
が
隙

φ
市
災
が
認
め
る
続
発
A
V
に
鎖
す
る

殺

な

閉

山

輩

状

態

に

あ

る

ニ

と

①
畳
間
同
い
い
附
俊
市
外
で
労
鈎
な
お
、
総
労
殺
は
E
H
e
G
腕
吋
附
間
以
上
も

め
縁
側
同
に
経
宅
内
で
労
働
ま
た
は
叩
N
B以
よ
で
絞
品
闘
で
も
保
持
削
問

。
妥
緩
中
ま
た
は
潟
産
後
衡
が
な
い
以
上
の
地
就
労
が
必
殺
で
す
。
ま
た
崎
戦
時
T

G
務
災
ま
た
は
身
体
に
隊
機
を
符
し
薦
出
見
癖
臓
が
主
人
以
上
い
る
場
合
は
、
す

て

い

る

べ

亡

的

児

童

的

人

織

が

必

要

で

す

。

V
入
糊
闘
で
象
る
牢
鈴
生
後
6
か
悶
月
以

上
か
ら
5
岩
崎
ま
で
(
開
哨
特
例
年
4
R
l

n
口
に
年
齢
が
必
ず
る
場
合
も
申
縞
蜘
慨
を

受
雄
一
し
ま
す
)

潮
時
職
体
務
付
係
噛
阿

・
対
象
没
後
日
段
以
上
の
札
以

・
紫
施
録
音
密
情
立
蒋
出
体
育
園
、

市
山
立
尚
北
山
口
然
宵
陥
問
、
私
立
慾
殺
係

樹
村
岡
側
、
紙
立
怒
紘
保
管
関

滋
臨
時
害
児
用
陣
噛
悶

・
対
銀
総
事
阿
に
欠
け
、
議
側
出
陣
帯
持

が
可
絡
な
軽
液
心
身
隊
察
関
神
変
1

串

諮
問
見
遊
は
必
ず
添
市
品
部
制
談
絞
め
判
定

ずt
z 

治
療
を
瓜
深
川
電
波
目
的
試
合
に
山
則
縫
い
で
、
決
勝
で
は
閉
思
い
切
り
巡
り
ま
し

4
0
0
M
M
7
レ
i
f
潟
、
2
0
0
M

ゐ
L
K
小
脅
さ
ん
。

子
哨
端
、
準
決
勝
、
放
勝
と
左
足
に
2
本
澄
上
部
綴
織
の
村
議
審
努
先
換
は
、

の
縫
い
品
別
脅
打
っ
た
ま
ま
術
み
を
と
ら
戸
間
絞
れ
を
し
な
け
れ
ば
、
2
0
0
M

え

て

走

っ

た

。

で

綴

務

す

る

カ

は

あ

っ

た

と

窓

い

ま

す

約

寸
金
問
闘
火

A

日
前
ま
で
米
ぞ
や
め
る
の
は
た
だ
こ
め
時
然
環
に
走
っ
た
内
で
、
思

協
し
い
的
で
、
寂
く
て
も
織
る
つ
も
り
っ
て
い
た
以
上
に
け
が
め
治
り
が
遅
〈
、

で
し
た
。
準
決
勝
ま
で
は
無
理
を
し
な
1
か
月
ほ
ど
は
余
汚
で
の
練
慾
が
で
器

中学 3~手てぎ移;講事飽手事

少年女子 100MIこ出湯

小菅真由業さん(議)

ゆ
市
に
ル
協
同
民
家
録
を
し
て
い
る
こ
と
。
て
い
る
方
は
、
次
め
よ
う
な
機
会
に
属

〈
件
降
人
も
後
総
廿
き
ま
す
)
け
出
を
し
て
く
灯
事
い
。

像
前
例
年
的
所
得
が
所
得
際
的
成
品
開
来
滋
傍
受
払
制
緩
ま
た
は
養
資
し
て
い
る
践

で

あ

る

こ

と

。

裁

が

較

陵

、

転

殺

す

る

と

き

V

支

給

R

綴

②

一

受

給

瀦

ま

た

は

護

下

し

て

い

る

兇

*
乏
人
倒
的
児
童
i
2
5
0
0
附
円
滋
が
氏
名
を
変
更
し
た
と
器

*
3
人
沼
以
滅
的
児
童
:
5
0
0
0
m
門
③
児
意
的
出
品
点
絡
に
よ
り
義
務
す
る

金

マ

列

食

す

財

務

蓄

え

た

と

き

持
守

4
・
酢
重

n
d
z

磁
受
給
者
が
田
仙
波
ψ
幾
脅
し
な
く
な

特
例
給
付
は
、
所
得
制
柄
拘
限
に
よ
り
出
品
っ
た
と
き

一
波
多
幾
が
受
け
ら
れ
な
い
隊
泌
氏
年
金
以
の
佼
総
務
ま
た
は
児
獲
が
死
亡
し
た

…
外
的
公
的
年
余
〈
核
燃
翁
)
に
総
入
し
て
と
き

一
い
る
人
で
‘
特
例
給
品
目
的
所
得
判
例
制
出
来
像
受
給
品
怖
が
公
務
員
ま
た
は
公
共
企

…
警
あ
る
も
」
と
。
な
お
包
支
給
総
量
殺
体
的
職
員
に
な
っ
た
と
き

…
官
一
手
-4苦

肉

ヒ

字

。

詰

入

し

て

い

る

年

金

を

襲

、

絞

な

か

っ

た

ん

で

す

。

震

で

は

章

一

受

結

者

の

方

へ

滋

し

た

と

き

よ
り
の
び
の
び
と
織
っ
て
惜
酷
し
い
と
一
重

n

v

m

患

い

ま

す

い

。

一

塁

言

、

特

例

給

付

事

総

さ

れ

護

小
相
飽
き
ん
内
1
0
0
閥
的
ベ
ス
ト
一

タ
イ
ム
は
露
。
。
記
録
釣
に
川
護
…

開
閉
め
ト
ッ
プ
レ
ベ
ル
幻
と
い
う
。
万
一

念
な
体
調
闘
で
自
分
的
ベ
ス
ト
の
記
録
一

が
出
せ
れ
ば
同
、
上
佼
入
賞
も
療
で
は
一

な
い
。
し
か
し
、
彼
女
め
山
出
場
す
る
一

世
年
女
子
8
1
0
0
M
に
は
‘
中
学
…

3
年
余
か
ら
世
間
後
1
年
時
ん
ま
で
め
ス
一

ず
リ
ン
タ
i
が
緩
ま
え
い
ま
の
官
二

校
1
童
話
、
足
の
速
い
撃
が
一

多
い
の
寸
時
つ
チ
ャ
ン
ス
は
少
な
い
。
幽

寸
回
出
体
で
は
脚
内

A

甘
い
を
入
れ
て
織

り
ま
す
a

釘
擦
は
決
鯵
滋
山
闘
で
雫
人

骨
偶
者
ね
ら
い
ま
す
い
。
総
会
が
行
わ
れ

る
の
は
、
明
m
n
w
M
沼
崎
波
宮
内
帥
問
問
闘

を
制
期
待
し
た
い

n

発

意

義

回
目
濫
苦
手
術
搬
は
、
倒
見
意
向
紬
陪
λ

撚
な
湾
総

を
内
側
る
た
め
支
給
寺
れ
る
手
当
で
す
a

w
v
受
鎗
資
格
治
組
潤
務
教
育
総
学
術
的

児
滋
や
み
総
む
凶
歳
未
品
構
内
児
殺
を
2
人

以
上
競
書
討
し
て
い
る
ニ
と
。
(
義
務
教

普
段
学
前
出
り
ぬ
裁
が
該
当
)

監盟
事欝

b

騒
e

明

、

蝿

d

k

鴻
麓

サ
報
噂

り

腐

融

F
醐

ア

純

子

戸

駒

田

知

J
4
M
J

吋

V

4
6

轟

Q
M
同
月
に
入
る
と
‘
遂
叫
端
、
土
手
、
草

h
w
ら
な
ど
で
、

vh
ン
洗
い
の
ブ
ラ
シ
を

逆
立
て
た
よ
う
な
チ
カ
ラ

y
バ
丹
花
描
叫

が
悶
闘
に
つ
く
よ
う
に
な
る
。

花
総
に
は
祭
事
2
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル

ほ
ど
の
揃
問
機
色
の
溺
毛
が
島
り
、
水
平

に
広
が
っ
て
い
る
の
寸
ブ
ラ
シ
め
よ
、
?

に
見
え
る
a

減
税
は
動
物
的
体
に
付
塾
講
く
、
時
世

手拘号さクJn
{いね科)

日
揚
盟
国
毘
日
出
現
W
翁

iiiesii 
;?iをきそ1

6 ぞし 11 -?足
れ ま 月て を

譲宅隠事 す

所荘務 l 霊童書

邑三三井鎧
湖北会 8-1ト 2 I扇町
野子汁

側
人
事
淑
も
で
容
ま
す
@

w
v
照
時
間
山
冷
却
日
(
怨

か
ら
午
後
3
時
〈
熊
沢
決
行
)

V
場
恋
湖
必
小
学
校

世V
品
世
加
融
持
無
料
〈
品
付
点
一
、
水
と
う

は
持
害
)

町

v
事
相
刷
紫
紺
惜
十
市
内
小
学
設

w
v
附
問
い
合
わ
せ
縫
合
教
育
諜
市
内
子

ど
も
会
湾
総
会
w
m
絡
協
議
会
準
務
総

惜
門
別
〉

1
5
1
1

奪
一
ム
ロ
ケ
均
一
だ

一北一自一

若

I
4
1

eも
俊
明
弔

鐘

鴻

脅
払
小

市

入

支

援

議

室

内

仁

左

し

住

民

絞
磁
を
し
て
い
る
万
ま
た
品
市
内
に
滋

務
し
て
い
る
ガ

窃
制
畑
氏
俊
市
部
に
国
自
制
し
て
い
る
方

蓄

に

室

率

的

子

義

務

し

て

い

る
務
総
T
M
W
本
家
庭
的
絞
燐
蜘
慨
が
銭
円
打

者
札
る
方

@
所
得
が
絡
み
山
円
で
あ
る
方
〈
緩
和
伊
開
閉
)

吋
十
的
飲
布
に
役
立
っ
て
い
る
。

こ
の
姦
は
数
い
ひ
げ
穏
を
鳩
山
?
に

諸
問
り
、
カ
的
強
い
人
ぜ
も
向
引
き
抜
く

の
に
脅
が
折
れ
る
と
い
う
の
で
、
『
カ

芝
』
の
お
を
載
っ
て
い
る

φ

ま
た
、
入
に
踏
ま
れ
る
滋
摘
に
多

い
の
で
、
ミ
チ
シ
パ
の
お
名
も
あ
る
。

緩
は
機
玲
い
い
築
ま
っ
て
待
券
、
丈

売
で
長
い
た
め
‘
よ
く
遊
裁
に
生
え

た
株
的
叫
模
開
閉
士
を
ι
暗
ん
で
、
明
捌
ザ
緩

か
っ
た
人
の
足
争
h

引
っ
拙
常
時
り
て
転
ば

す
い
た
ず
ら
が
さ
れ
る
。
ま
た
総
合

引
善
緩
い
て
弊
ひ
げ
に
し
た
り
、
柏
崎

を
し
ご
い
て
、
議
出
掛
位
見
立
て
て
神
崎

よ
と
と
も
み
る
。

チ
カ
ラ
シ
パ
は
ス
ス
考
と
共
に
、

牧
町
開
叫
油
明
者
調
附
わ
せ
る
草
で
あ
る

D

{
文
句
写
真
俊
久
間
俊
行
)

ム
円

つ〈

」俊一一佐

蜘
骨内集骨

神宅伎脚
偶市

曹

V
w
-
務
築
制
問
題
m
w
月
日
目
か
ら

n日
ま

で
建
築
総
市
神
噛
酬
で
受
け
付
け
ま
す
。
申

込
倣
燃
は
鐙
築
指
場
怒
と
事
実
一
昨
に
田
地
窓

L
て
あ
り
ま
す
σ

v
mい
骨
わ
せ
建
築
指
摘
噂
灘
、
総
謹
係

73 
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Fヨ彦て?の駐在F苦言寄守・3綴産主RC10lQ)l

午後守任者30分から3G幸305ラ

快指議所 長理問機1芝居喜要注(本町〉
除勧対象 総務轡(先務係各〉

か驚潟 f淡泊P3C事主将殿等書雪荘

b帯し込み・悶いをきオコせ fモ議護i¥

1プ泊?Ct!Cij耳、 aぞろ、 王手毒事、 議電話番

号苦を明記し、 10月31Eヨ〈符〉までlニ
中毒李2607C宇土〉シ}viI一人材センタ

宮〈高島)22∞へ

日〔議〉

併願書警受付‘罪悪い合わ士主 総'JJ本
砂襲警絡 45露義務官?の聖書資橋望書

惨賞金 切署員4以JOIIl

1>探F暗謀罪襲霊 童重量重苦言o司アう、 11 

F苦守お以降必棄に総じて

験望書事議事審問 q:語08B者30分から〆子

後fう草寺

1>申し込み・撃事l，¥合わ管 室量録申

込喜襲〈将軍控室主援護撃に関頭〉に主義喜重

言欝 (ffi懸のものi之容薬務付〉、事長

野ヨ瀦格慾事毒殺号思議撃の写し望号添えて

ね重量家祭器製へ〈主主銭翌をけは器産発〉

1市爵バドミントン教護i
砂機関ー B草壁毒事

総予防課開(84)0119

|保欝場合分譲i
r日終行天烹をき刷柴給 。絡会i曲

芸護主尊重I!~要事き撃の総選総(3泌総〉の

総選手軽念書受1すいますa

ル申込書護匁 101'ヲ178~258 (悶
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